
令和５年度　認定こども園　(学校)評価表

Ａ：優れている　Ｂ：普通　Ｃ：やや努力が必要　Ｄ：努力が必要
裏面へつづく

教育目標
リーベリースタイル教育の理念に基づき
個性を尊重し、自然・芸術教育の中で愛と意志を育てる自由への教育

教育方針
・あそびを通して意志を育て、生きる力につなげます。
・子どもらしい畏敬と感謝、助け合いの心を育てます。
・優しく愛に満ちた保育室は、子どもがすくすく育つ第二の家庭です。
・豊かな芸術教育は円満な人格と体力、将来の学習能力の基礎を作ります。
・一人ひとりの気質を見極め、その調和をはかり、個性をのばします。

100% 0% 0% 0%

教
育
目
標
・

教
育
方
針

学園の教育目標や教育方針は、明確である。(入園説明会や懇親
会・クラスだよりなどでわかりやすく伝えている)

100% 0% 0% 0%

学園の教育方針や教育目標が子どもたちの育ちに活かされてい
る。

教
育
環
境

学園は、保育環境の整備を心がけ、清潔で心地よい生活の場を
作り出し、健康と安全に心がけている。

80% 20% 0% 0%

子ども一人ひとりの成長・興味・関心に応じた教育・保育が行われ
ている。

100% 0% 0% 0%

学園は、乳幼児にとって必要かつ安全な食材・食環境を整えてい
る。(有機栽培の野菜・無添加調味料・陶食器・木製椀等)

100% 0% 0% 0%

乳幼児の教育に、地域の自然や施設を活用している。

指
導
の
状
況

園の教育内容・保育内容は、教育目標を活かして作られていると
感じる。

100% 0% 0% 0%

異年齢混合保育の実践にあたりそれぞれの年齢に応じた教育・
保育が行われている。(収穫祭の作品や学年別懇親会等)

80% 20% 0% 0%

80% 20% 0% 0%

学園は農園体験など自然との関わりが充実している。 100% 0% 0% 0%

0% 0%

教職員は、挨拶・礼儀・言葉・生活習慣において子どもの模倣の
対象としてふさわしい存在である。

80% 0% 20% 0%

保育室の教材・遊具は子どもに安心安全なものを整えている。 100% 0% 0% 0%

20% 0% 0%

こども園は、乳幼児の動きや目線に配慮した施設構成になってい
る。

100% 0% 0% 0%

80% 0% 20% 0%

保育教諭は、園児の模倣の対象となれるように努めている。 80% 20% 0% 0%

100% 0% 0% 0%

毎日の保育は安定し、乳幼児は喜んで登園している。 80% 20%

学校法人　総純寺学園　　　　　　　　　　　
   記入者：【理事・監事】　　

項　　　目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・異年齢児が共に生活する縦割り教育を実施しています。これにより、子どもの自立心を高め、社会性を　育
てると同時に、家庭的な温かさの中で優しい心を育みます。

教
諭
の
役
割
・
資
質
向
上

保育教諭は、乳幼児の気質や個々の発達を捉え、日々の観察に
努め、適切な援助を行っている。

80% 20% 0% 0%

保育教諭は、全ての園児に平等にふさわしい言葉遣いができて
いる。

現場教諭は、乳幼児教育者としての専門知識を活かし、かつ、教
育の質をあげようと自己教育をしている。

80% 20% 0% 0%

教職員は、季節に応じた環境の設定を行うため、日頃から感性の
向上に努めている。

保育教諭は、自らの研究テーマを持ち、発表の場を園内外に設
け、学びを実践している。

80%



Ａ：優れている　Ｂ：普通　Ｃ：やや努力が必要　Ｄ：努力が必要

0% 0%

3歳未満の親子に対してのこども園や園庭の開放の機会(子育
て支援センターや未就園児対象のクラスや行事）がある。

100% 0% 0% 0%

学園は、子育てについての相談にのっている。

0% 0%

80% 20% 0% 0%

100% 0% 0% 0%

運
　
　
営

学園は、園内の施設の安全点検、衛生管理をしっかり行って
いる。

おたよりやリーベリーノート（教育ノート）・ホームページ・フェイ
スブック等を、活用している。

80% 20%

子
育
て
支
援 3歳未満の親子に対して、子育てに関した講演会、行事、

情報提供等がある。

学園は、保育参加・懇親会・行事を通して保護者が園の教育
を知る機会を設けている。

100% 0%

100% 0%

100% 0%

教育講座・勉強会等の機会を持ち、教育の啓蒙に努めてい
る。

100% 0% 0% 0%

0% 0%

各教職員は学園組織の中で各役割を理解し、責任を持って実
行し努力している。

20% 0% 0%

80% 20% 0% 0%

100% 0% 0% 0%

0% 0%

地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
の

連
携
・
そ
の
他

学園は、地域性を活用した行事（七五三参り、収穫祭、盆踊り
等）を取り入れ、伝統文化を子ども達へ伝承している。

学園は太陽光発電や風力発電等を使用し自園でエネルギー
確保努力を行い、持続可能な開発目標（SDGｓ）に取り組み、
外部に発信している。

学園は、一般の方も参加できるような地域との連携を目的とし
た行事の推進をしている。
(星まつりや収穫祭、マルシェ等)

学園は、地域の小学校との連携を図るために、幼保小連絡協
議会を設け情報交換に努めている。

100% 0% 0% 0%

学園は、ホームページ・フェイスブック・行事の案内チラシなど
を利用して、行事の案内など園の情報の発信に努めている。

80% 20% 0% 0%

80%
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